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1．序論   

本論文は，数理計画法（特に，目標計画法と輸送  

問題）のフレームワークで2次元配置といった実験  

計画問題をモデル化し，その解法の手順を示し，従  

来の統計学では得られなかった分析方法とそれに伴  

う方法論を確立することを目的としている．   

また，本研究に関連する文献として【1】，【2】，【3】，  

【4】，【5】，【6】があるので参照されたい・   

2． 

2次元配置問題は2つの要因があり，次の構造モ  

デルを持つことから定式化される．  

の形で定式化できる．ここで（2）式は次のような目  

標計画法でモデル化できる．  
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i＝1，…，a，  

制 約匹＋CLi・βj・d吉k－d石kヒ y碑，j＝1，・・・，b，（3）  

k＝1，…，n，  

d；k≧0，d古k≧0・   

この（3）式では匹，αi，βjは制約されておらず，正，  

負，零のすべての値をとり得るため，線形計画法のア  

ルゴリズムで解く場合には，それらの要因を正と負  

の部分（巨＝匹＋一匹‾，αi＝αトα「，βiコ吋一町）た  
分ける必要がある．   

また，統計的2次元配置問題では，自由度を増や  
a b  

すために∑αi、＝・0，∑βj＝0を制約とし 
i＝1  jヨ1  

るこ・とができる．  

i！≡1，…，、a，  

y埴＝LL＋αi＋βj＋㍉k，j≡1，…，b，（1）  

k＝1，…，n．  

（1）式において，2つの要因の効果と測定された  

データの関係は，次のように定義付けがなされる．  

Aの要因のi番目のレベル  

Bの要因のj番目のレベル  

αi  

βj  

け：定数（平均値）  

£埴：2要因が（i，j）の時のk番目の誤差  

yijk‥2要因が（i，j）の時のk番目の測定値  

3．最小絶対値推定法によるモデル化  

（1）式に最小絶対値推定法を当てはめると  

4．双対問題の輸送問題作  

（3）式を直接，線形計画法のアルゴリズムで解く  

場合には，データによっては計算時間が極めて大き  
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くなることがある．そこで，計算がより容易な形に  

変形することによって，卓の計算時間を短縮する方  

法が必要となる．本論文ではその代表的なアプロー  

チとして（3）式を輸送問題として定式化し直す．   

まず（3）式に入i＝匹＋αi（i＝1，…，a）．，を代入し，  

その双対モデルをとると次の式になる．  

存在する異常値や正規分布以外の誤差分布に対して  

強い頑健性を維持している事は広く知られている．  

本論文ではこの分析基準を回帰分析から離れ，・実験  

計画法（特に，2次元配置問題）に応用することを  

試みた．   

従来，実験計画法の手法として用いてきた分散分  

析法では，データが正規分布から外れて異常値が存  

在すると精度の低い結果をもとに誤った見解を示す  

恐れがある．これに対し最小絶対値推定法は，異常  

値に対して強い頑健性を維持している．ので，より精  

度の高い見解を示すことが可能となる．  

ab†】  

最大化 ∑∑∑yijkWijk，  
i亡1j貞1k≒1  

b n 

制約 ∑∑w毎k＝0，  

j℡1kロ1  

aれ  

∑∑w臼k＝0，  
iこ1k；1  

i＝1，…，a，  

j＝1，…，b，（4）  
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i＝1，…，a，  

－1≦Wりk≦1， j＝1，‥・，b，  

k＝1，…，n．  

（4）式の特徴は入i＝ド＋αi（i＝1，…，a）とおくことに  

よっ 

て検定の精度を高め，逆に制約式は1個減らして計  

算時間を短縮しているところにある．   

次に，（4）式においてwLbk＝W碑＋1と置き換え  

ることによって，以下のような制約付きの輸送問題  

として再定式化できる．  

abn  

最大化 ∑∑∑y毎kWむk，  
i言1jヨ1k≡1  

bn  

制 約 ∑∑wらk＝bn，i＝1，… ，a，  

j＝1kゴ1  

an  

∑∑wもk＝an， 
i亡1kゴ1  

i＝1，…，a，  

0≦Wbk≦2， j＝1，… ，b，  

k＝1，…，n．  

5．まとめ   

最小絶対値推定法による回帰分析がデータの中に  
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